


































































































































































































２） 各 跳 躍 の 発 揮 パ ワ ー の 平 均 値 はVJ1134.2±185.82W、CMJ874.6±
238.00W、SJ845.0±168.93Wであった。跳躍高同様に上肢や下肢の反動
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の利用が制限されるに従い、パワー値は減少しVJとCMJ、VJとSJとの
間に有意な差が認められたが、CMJとSJとの間には認められなかった。
３）体重当たりのパワーの平均値はVJ19.1±2.18W/㎏、CMJ14.5±2.63W/㎏、
SJ14.1±1.62W/㎏であった。反動動作の利用が制限されるに従い体重当
たりのパワー値も減少し、パワー値と同様にVJとCMJ、VJとSJとの間
に有意な差が認められたが、CMJとSJとの間には認められなかった。
４）トランポリン選手における跳躍高の増加分の比率を算出したところ、SJ
とCMJとの間では9.1％大、CMJとVJとの間では19.1％大であった。発
揮パワーの増加分はSJとCMJとの間では3.5％大、CMJとVJとの間で
は29.7％大、体重当たりのパワーにおいてはSJとCMJとの間で2.8％大、
CMJとVJとの間では31.5％大であった。SJからCMJにかけてとCMJか
らVJにかけての増加分を比べると、跳躍高では約半分、発揮パワーや体
重当たりのパワーでは約10分の１程度であった。このことからトランポ
リン選手の場合、脚の反動動作を利用した貢献度は低かったと考えられ
る。
５）ベッドのスプリングを利用したトランポリン選手は、着床前からベッドに
対し股関節や膝関節を屈曲したSJの姿勢に近い状態から伸展動作を行っ
ていることから、脚の伸張反射を利用したスポーツ競技とは異なる筋発揮
様式を行っている。これらのことから、定期的なトレーニングの特異性が
トランポリン選手の競技特性として生じたことがCMJとSJとの間に差が
認められなかった要因として考えられる。
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